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ク ラ イ オ ス タ ッ トシ リー ズ(第4回)

超 音波測定用低温蒸着 クライオスタッ ト

産研音響材料部門(吹 田3562)

私 ど もの研 究室 で,He温 度 で蒸着 を行 った金 属薄 膜 の表 面波 超 音 波(310MHz)の 減 衰 を測定 す る

目的 で 次 の様 な ク ラ イォ ス タッ トを設 計 製 作 し た。 これ は特 に アモ ル フ ァス超伝 導 体 の 音 波減 衰 の研 究

を 目的 とした もので あ る。

第1図 にそ の構 造 図 を示 す。 超

音波 の減 衰 を測 定 す るpiezo

transducerの 構造 は,第2図

に示す 。

特 別 な注 意 と して は 液体He

が導 入 され た時 残溜 ガ スが

transducerの 表 面 に吸着 す

るの をふせ ぐた め銅 の ブ ロッ

ク(第2図 の1)を 用 い て,そ

の熱容 量 を利 用 し,さ きに周 囲

が冷却 し,そ の部 分 で ガス が 吸

着 す る よ うに した。 即 ち蒸 着 を

行 うべ きtransducerの 表 面 は

可能 な 限 りcleanに 得 た れ る。』

蒸着 金属 を入 れ る 「るつぼ 」

は石英 ガラ スのま わ りにW-

wireを ま き,加 熱 す る。 出来

る限 り熱 伝 導及 びradia七ionを

さけ る為 め の 工夫 をほ どこし,

蒸 着金 属 の通 過 す る穴 を小 さ く

し,蒸 着 直前 に外 部か らの コレ

トロー ルに よ つ て シ ャッ ター を

開 く。 適 当 な蒸着 膜 を得 た後 直

ちに表 面波用transducerに ょ

っ て超 音 波 の減 衰 を測定 す る。 第1図

(1)同 軸 クー ブル

(2)液 体He容 器

(3)高 真 空 部分

(4)液 体 チ ッ ソ容 器

(5)銅 ブ ロッ ク

(6)He温 度 シー ル ド

(7)表 面波 トラ ンズ ジ ューサ ー

(8)シ ヤヅ タ ー

(9)電 極

⑩ るつぼ
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銅 プ ロツク

温調 用 ヒー ター

液体He温 度 シー ル ド

蒸着 マ スク

表 面波 トラン スデ ュ ーサ ー

同 軸 ケー ブ ル

温 度計

薄 膜 抵抗 測定 電極

第2図

温 度 の コvト ロー ルは 第2図 の(2)に ょ っ て行 い,熱 処理 効 果 を測 定 す る事 が 出来 る。 この 実験 には

予 冷 が 十分 に 必要 で相 当量 の 液体 チ ッ ソを必 要 とす る。1図 のHeの 量 は大 体1.54で1時 間 半位 の実

験 が 可能 で あ る。

現 在 はPbの 蒸 着 膜 を用 い て実験 を行 って い る。 装 置 とし ては大 体 巧 く行 っ てい るが未 だ改 良 の余地

は多 い。 主 と して 内 部 を高 真 空 にす る ため の パ ヅ キン グ に問題 が あ る。

　
(大 倉健吾,渡 久地 実,宮 里達郎)

⑧ 現在 住友電工KK
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